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佐
井
村
村
民
憲
章

匸

学

ぶ
意
欲

を
も

ち
、
知

性
と
良

識
の

あ

ふ
れ
る
村

を
つ
く

り
ま

す
。

一
、
健
康
と
安

全
を

心
が
け

、

明

る
く

楽
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
熹

び
、

力
を

合
わ
せ
て

豊
か

な
村

を
つ
く

り
ま
す

。

匸

自
然

を
守

り

、
人
を
愛

し
、

心

や
さ
し

い
村
を

つ
く
り

ま
す

匸

心
身

と
も
に

健
全
な

子
の
育

つ

暖
か
い
家

庭
と
村

を
つ
く
り
ま
す

自

慢

の

ノ

ド

を

披

露

―

第

三

回

カ

ラ

オ

ヶ

大

会
－

八
月
十
五
日
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、
佐
井
村
商
工
会
主
催
に
よ
る
第
三

回
カ
ラ
オ
ヶ
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

”

当
日
は
、
お
盆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

帰
省
者
な
ど
大
勢
が
っ
め
が
け
、
各
町

内
代
表
の
自
慢
の
ノ
ド
が
披
露
さ
れ
る

た
び
、
盛
ん
に
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
チ

ビ
ッ
コ
戸
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
ゲ
ー
ム
、
飛
び
入
り
コ
ー
ナ
ー
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
に
、
笑
い

声
も
絶
え
ず
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

▲
主

な

内

容
▼

２
８
３

街
の
話
題

４
～
５

社
会
教
育
だ
よ
り

６

俳
句
と
短
歌
教
室

７

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

８
～
９

保
健
婦
だ
よ
り

１０
～
１１

交
母
だ
よ
り

１２

お
し
ら
せ

１３

歳
時
記

１４

戸
籍
の
窓
口



八
月
四
日
、
古
佐
井
山
国
有
林

焼
山
沢
流
域
で
、
佐
井
小
学
校
高

学
年
の
親
と
子
十
組
、
二
十
名
が

参
加
し
、
直
接
森
林
に
触
れ
、
森

林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
森
林
の

働
き
と
大
切
さ
を
は
だ
で
感
じ
て

も
ら
お
う
と
「
親
と
子
の
森
林
教

室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

森
林
教
室
の
開
校
に
あ
た
り
、

よ
う
こ
そ
森
林
へ
／
と
題
し
署
長

か
ら
「
日
頃
山
に
入
る
機
会
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
日
一

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
森
林
の
働
き
と
大
切
さ
を

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
①
林
道
の
働
き
及

び
焼
山
橋
（
ポ
ニ
ー
ト
ラ
ス
橋
）

に
つ
い
て
②
治
山
ダ
ム
の
働
き
③

森
林
の
働
き
④
私
た
ち
の
飲
料
水

と
水
源
地
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
各
ポ
イ
ン
ト

で
の
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
熱
心

に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
途
中
、
木
の
名
前
や
草
花

の
名
前
を
学
び
な
が
ら
林
道
を
散

策
し
、
昼
食
時
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
捕

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画

は
子
ど
も
た
ち
が
大
喜
び
で
、
素

足
に
な
り
生
け
す
に
飛
び
込
み
、

一
人
で
二
十
三
匹
も
捕
ま
え
た
子

ど
も
も
い
て
大
賑
い
で
し
た
。
イ

ワ
ナ
は
す
ぐ
塩
焼
き
と
な
り
、
用

意
し
て
い
た
キ
ノ
コ
汁
と
と
も
に

親
子
一
緒
に
「
お
い
し
い
」「
お
い

し
い
」
を
連
発
し
、
森
林
の
味
を

賞
味

し

て

い

ま
し

た
。

昼

食

後

、
会

場

を

署

に
移

し

て

「
国

有

林
」「

こ

の
緑

を
灰

に
す

る

な
」

の

映
画

を
観

た

あ

と

、
今

日

の

お
さ

ら

い
を

行

い
閉

校

と
な

り

ま
し

た
。

参

加

者

か

ら
は

「

親

と
子

の
ふ

れ
あ

い
が

で
き

た

。

森
林

の
大

切

さ
や

、

森
林

に
は
色

々
な

働

き

が

あ

る
こ

と

が
分

っ

た

」

と
感

謝

さ

れ

た
森

林

教
室

で
し

た
。

▲親 と子の森 林教 室

１７年間毎春巣作り

佐井札 良民 さん

大
佐
井
の
大
間
タ
ク
シ
ー
佐
井

営
業
所
構
内
に
、
ツ
バ
メ
が
巣
を

作
り
、
ヒ
ナ
を
育
て
は
じ
め
た
の

は
、
昭
和
四
十
四
年
ご
ろ
。
い
ま

か
ら
十
七
年
前
。

以
来
、
毎
年
四
月
に
な
る
と
、

必
ず
渡
っ
て
き
て
巣
作
り
を
は
じ

め
る
。
今
年
は
四
月
二
十
七
日
に

姿
を
み
せ
た
。

そ
し
て
六
月
初
旬
に
第
一
回
目

の
ヒ
ナ
五
羽
が
巣
立
ち
。
い
ま
第

二
回
目
の
ヒ
ナ
五
羽
が
巣
立
ち
の

準
備
中
。
タ
ク
シ
ー
勤
務
の
人
た

ち
は
、
い
つ
も
ツ
バ
メ
を
驚
か
さ

ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
し
て
い
る

が
、
八
年
程
前
、
酒
に
酔
っ
た
青

年
が
、
巣
を
棒
で
っ
つ
い
て
こ
わ

し
た
こ
と
も
あ
り
、
心
配
さ
せ
た
。

ま
た
向
通
の
菊
池
商
店
（
伝
吉
氏
）

で
も
、
ツ
バ
メ
が
ヒ
ナ
を
育
て
て

い
る
時
、
小
学
生
か
棒
で
っ
つ
い

た
り
し
て
、
巣
が
捨
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
前
は
、
佐
井
村
の

家
の
軒
下
に
は
、
実
に
多
く
の
巣

作
り
が
み
ら
れ
、
ツ
バ
メ
は
「
神

様
の
お
使
い
、
い
た
ず
ら
す
る
と

火
事
に
な
っ
た
り
、
不
幸
が
お
き

る
」
と
信
じ
ら
れ
、
厚
く
保
護
さ

れ
た
も
の
。
家
の
中
に
入
り
、
ヒ

ナ
を
育
て
る
ツ
バ
メ
も
、
そ
こ
か

し
こ
に
み
ら
れ
た
。

大
間
タ
ク
シ
ー
の
ツ
バ
メ
は
、

親
の
次
の
子
加
来
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
九
月
中
旬
ま
で
戸
外
で
成

長
し
、
南
方
へ
去
っ
て
ゆ
く
。

佐
井
村
島
民
？
ツ
バ
メ
さ
ん
お

元
気
で
。

お父さん／ 予報聞いたの 天気図見たの

目ざそう海の安全

生かそう気象情報

全国海難防止強調運動・９月１６日～３０日

飲食店を営んでいる皆様へ

昭 和 ６１年 １０月 １日 は

飲 食 店 調 査 の 日 で す

調査に御協力をお願いいたします

通 商 産 業 省



み
な
さ
ん
も
ご
ぞ
ん
じ
の
よ
う

に
、
黒
岩
の
通
り
を
交
通
安
全
母

の
会
の
人
た
ち
が
、
登
校
、
下
校

の
街
頭
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

ど
う
し
て
交
通
安
全
毋
の
会
の

み
な
さ
ん
は
、
必
死
に
な

っ
て
街

頭
指
導
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
私
た
ち
中
学
生
が
歩

行
に
つ
い
て
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち

ん
と
守
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、
母
の
会

の
み
な
さ
ん
に
も
お
世
話
を
か
け

ず
に
、
安
全
に
登
校
、
下
校
が
で

き
る
は
ず
な
の
に
。

私
は
、
広
報
さ
い
の
交
通
安
全

お
茶
の
間
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
情

け
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
三
町
村
の
会

議
の
中
で
、
佐
井
中
の
登
校
、
下

校
の
マ
ナ
ー
の
低
下
が
あ
ま
り
に

も
目
立
ち
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を
耳

に
し
た
と
き
で
す
。
も
う
一
つ
は

お
母
さ
ん
方
が
「
長
い
指
導
が
必

要
で
す
。
私
た
ち
に
も
し
つ
け
の

責
任
が
あ
る
の
で
、
一
人
一
人
の

お
母
さ
ん
方
に
も
助
け
を
借
り
て

対
応
策
を
考
え
な
い
と
」
と
言
っ

た
こ
と
で
す
。

ど
う
し
て
私
た
ち
は
、
お
母
さ

ん
方
に
対
応
策
ま
で
考
え
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
覚

し
て
交
通
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
い
い

こ
と
な
の
に
。

現
在
、
運
転
手
側
か
除
行
運
転

し
て
い
る
状
態
で
、
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
し
て
も
、
四
列
五
列
歩

行
を
し
て
い
る
。
非
常
に
危
険
で

あ
り
、
ま
た
迷
惑
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
も
耳
に
し
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
本
当
に
集
団
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

中
学
生
が
小
学
生
の
見
本
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
か
ら

交
通
ル
ー
ル
は
絶
対
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
す
。

健

康

広

場

に

防

犯

灯

な

ど

が
整

備

さ

れ

ま
し

た
。

齟
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
を
財

源
と
し
て
、
地
域
ヨ
こ
ユ
ニ
テ
ィ

活
動
等
に
助
成
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
宝
く

じ
の
普
及
と
広
報
活
動
を
目
的
と

し
て
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
と
ヲ
ヽ
、ユ
ニ
テ
イ
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
山
村
広
場
、
川
目
、

矢
越
健
康
広
場
を
造
成
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
度
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
に
よ
り
、
山
村
広
場

に
は
、
テ
ン
ト
一
張
、
ゲ
ー
ト
ボ

Ｉ
ル
セ
ッ
ト

ー
式
が
↓
川
目
健
康

広
場
に
は
、
テ
ン
ト
一
張
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
一
式
、
芝
刈
機

口
［
、
防
犯
灯
三
基
が
、
矢
越
健

康
広
場
に
は
、
テ
ン
ト
一
張
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
一
式
、
芝
刈

機
一
台
、
防
犯
灯
二
基
が
そ
れ
ぞ

れ
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▲川目地区健康広場

▲矢越地区健康広場

▲山村広場

いの ち
巍
急
医
療
が
守
り
ま
す

わ

た
し

た
ち

の

。
い
の

ち
゛

を

救
急
医

療
で

守

る
た

め
に

、
次
の

よ
う

な
点

に
注

意
し
て

く
だ
さ
い
。

あ
な
た

の
町

の
休
日

夜

間
急

患

セ

ン
タ

ー
や
在

宅
当
番

医

の
所

在

地

を
覚
え

、
電

話
番

号

を
控
え

て

Ｅ

冷
ま
し

よ

う

。

９月９日は「救急の日」です

自動車に乗ったらシートベルト

バ イ ク を 運 転 す る と き は

ヘ ル メ ッ ト

９月２１日～９月３０日 秋の全国交通安全運動

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ｙ
卜
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
万

忘
れ
ず
に
正
し
ぐ
着
用
し
ま
し
よ
乱



枇
龠
臘
肓
紀
よ
り

昭和６１

年度

佐
井
村
成
人
式

八
月
十
五
日
（
金
）
佐
井
村
振

興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
昭
和
六

十
一
年
度
佐
井
村
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
成
人
対
象
者
は
約

七
十
名
で
（
昭
和
四
十
一
年
四
月

二
日
～
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
出
生
さ
れ
た
方
）
、
こ
の
う
ち

三
十
名
の
参
加
者
が
午
前
十
時
か

ら
の
式
典
に
の
ぞ
み
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

「
成
人
の
日
」
の
趣
旨
は
、
肉

体
的
・
精
神
的
に
立
派
な
一
人
前

の
社
会
人
と
し
て
、
自
ら
の
自
覚

と
責
任
に
お
い
て
、
生
き
抜
こ
う

と
す
る
若
人
を
励
ま
す
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
日
か
ら
成
人
式

該
当
者
は
、
憲
法
に
明
示
さ
れ
て

い
る
「
平
和
と
文
化
」
に
み
ち
た

国
家
と
社
会
を
作
る
た
め
に
、
そ

の
権
利
を
正
し
く
活
用
し
、
義
務

を
誡
実
に
果
た
し
、
ま
た
、
自
分

の
未
来
を
創
る
た
め
の
第
一
歩
を

記
念
し
、
祝
福
す
る
日
で
す
。

式
典
は
君
が
代
斉
唱
、
成
人
氏

名
報
告
、
公
民
館
長
式
辞
の
あ
と

村
長
告
示
が
あ
り
、
「
あ
な
た
が

た
の
人

生
は
７０
年
あ
り
ま
す
。

そ
の
遠
く
か
が
や
く
光
を
み
つ
め

て
足
元
を
か
た
め
て
、
自
主
、
自

匸
心

尊
の
心ヽ
土
咼
訟

め
、
ど
う
ど
ナ
と

歩
み
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
し
、
竹
内
教
育
委
員
長
、
西
村

村
議
会
議
長
の
猊
辞
の
あ
と
、
新

成
人
を
代
表
し
て
宮
川
鉄
也
君
が

「
新
成
人
と
し
て
、
権
利
を
正
し

く
活
用
し
、
義
務
を
鵈
実
に
果
た

し
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努

力
し
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
、
昭

和
六
十
一
年
度
佐
井
村
成
人
式
が

終
了
し
ま
し
た
。

▼答辞を倬べる宮川鉄也君

夏だ ／子ども会活動記録集 第 １４ 回

佐井村少年スポーツ大会

－
と き 昭和６１年９月４日

ＡＭ９時～

ところ 佐井中学校グランド

む つ・下 北 地 区

ナイターバスケットボール

リ ー グ戦

去る７月７日から、むつ市

民体育館を会場に開幕された

昭和６１年度前期むつ・下北地

区ナイターバスケットボール

リーグ一部Ａクラスに出場の

佐井村バスケットボール協会

チームは、前半戦を４勝２敗

で折り返しました。

図㈲ 佐＃４６－４４六ヶ所

‰圉 イーグル４２－３４佐井

％（月） 佐＃４５－４１ポパイ

江川 佐＃３４－３１メジャー

‰㈲ 大間５６－３２佐井

％㈲ 佐＃３８－２６横浜

・

子

ど

も

会

球

技

大

会

八
月
三
日
（
日
）
佐
井
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
で
、
昭
和
六

十
一
年
度
子
ど
も
会
球
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
十
子

ど
も
会
、
女
子
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ツ

ト
ボ
ー
ル
に
八
子
ど
も
会
が
参
加

し
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
は
「
は
や

ぶ
さ
子
ど
も
会
」
、
ミ
ニ
バ
ス
ヶ

ツ
ト

ボ
ー
ル
の
部
は
「
な
か
よ
し

子

ど
も
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
に

フ
つ
き
Ｖ
２
を
は
た
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ソフトボールの部

○ミニバスケットの部



●
第

１４

回

函

館

・
下

北

子

ど

も

交

流

会

今
年
度
は
、
風
間
浦
村
が
主
管

に
な
り
、
下
北
少
年
自
然
の
家
で

道
南
地
方
（
函
館
市
、
戸
井
町
、

恵
山
町
、
南
茅
部
町
、
椴
法
華
廿

下
北
地
方
（
佐
井
村
、
風
間
浦
村

大
間
町
）
の
一
市
四
町
三
村
約
二

百
名
の
参
加
で
、
八
月
二
日
、
三

日
に
わ
た
っ
て
に
ぎ
や
か
な
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
の
開
会
式
の
な
か
で

平
井
風
間
浦
村
長
が
下
北
と
道
南

と
の
海
運
を
通
し
た
文
化
、
経
済

の
深
い
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
お

話
し
が
あ
り
、
参
加
者
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
各
市
町
村

の
紹
介
と
ス
タ
ン
ツ
が
あ
り
、
夜

の
ナ
イ
ト
（

イ
ク
で
は
下
北
少
年

自
然
の
家
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
コ
ー
ス
を
懐
中
電
灯
一
本
で
歩

き
ま
わ
り
、
そ
の
後
花
火
大
会
で

友
情
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

●

連

合

ネ

ブ

タ

運

行

八
月
十
三
日
、
佐
井
村
子
ど
も

会
連
合
会
に
よ
る
ネ
ブ
タ
の
合
同

運
行
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
夏
の
夜
空
に

響
き
わ
た
フ
て
い
ま
し
た
。

各
子
ど
も
会
ご
と
に
、八
台
の
ネ

ブ
タ
が
運
行
、
笛
や
太
鼓
の
音
に

あ
わ
せ
て
元
気
な
か
け
声
を
か
け

な
が
ら
、
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。途

中
、
保
育
所
前
の
広
場
に
集

ま
り
、
盆
踊
り
を
披
露
、
集
ま
っ

た
人
だ
ち
か
ら
拍
手
や
声
援
が
送

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲函館・下北子ども交流会

第１４回 佐 井 村 少 年 ス ポ ー ツ 大 会

プ ロ グ ラ ム ９／４ 佐井中 グランド

９：３０ ４年生（予 選） １００メートル走

５年生（ ７ｊ ） メフ

６年生（ ７／ ） ７１

１０：３０ ３年生 ６０メートル走

２年生 １１

１年生 １１

１１：３０ ４年生（決 勝） １００メートル走

５年生（ １１ ） １１

６年生（ １１ ） ７１

１１：５０ ３年生（持久走） ３００メートル走

２年生（ ７１ ） μ

１年生（ １メ ） → ，

１３：００ ４年生（女 子） ６００メートル走

５年生（ １１ ） ７７

６年生（ １１ ） ／／

１３：１５ ４年生（男 子） １，０００メートル走

５年生（ １１ ） ／／

６年生（ １１ ） ／／

１３：４０ ６００メートルリレー

◇
去
る
七
月
二
十
八
日
、
国
道
を

測
量
中
の
測
量
士
さ
ん
と
田
中
千

恵
子
（
長
後
）
さ
ん
が
、
衰
弱
し

て
い
る
、
生
後
二
ヶ
月
の
カ
モ
シ

カ
の
子
（
メ
ス
）
を
見
つ
け
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
ミ
ル
ク

ー
ビ

タ
ミ
ン
剤
・
ミ
カ
ン
を
与
え
、
保

護
収
容
。
体
力
の
回
復
を
よ
っ
て
、

二
十
九
日
午
前
十
一
時
、
拾
わ
れ

た
現
地
へ
帰
し
た
。

翌
三
十
日
朝
、
大
石
輝
彦
さ
ん

（
漁
業
長
後
）
が
路
上
を
さ
ま
よ

っ
て
い
る
の
を
み
つ
け
、
池
田
正

樹
君
の
家
で
収
容
し
哺
育
。

午
前
六
時
二
十
分
、
正
樹
君
（
長

後
中
二
年
）
と
、
大
石
学
君
（
長

後
中
二
年
）、
自
然
保
護
の
会
員

が
、
長
後
川
ニ
キ
ロ
上
流
の
沢
へ

入
り
放
し
た
。

カ
モ
シ
カ
の
仟
は
、
う
ご
く
も

の
を
珍
ら
し
が
り
、
後
へ
付
い
て
く

る
ク
セ
が
あ
り
、
親
が
付
近
に
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
場
に

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

◇

去

る
七
月

二

十
八
日

午
後
三
時

、

大

佐

拜

列
商

古

の

サ

ッ

シ

ヘ
し

よ

う
突
し
た
、
ア
オ
ゲ
ラ
（
オ
こ

至
呂
木
角
二
さ
ん
（
大
佐
井
）
、

奥
本
昌
子
さ
ん
（
古
佐
井
）
が
知

ら
せ
て
く
れ
た
。
体
は
緑
色
、
頭

は
鮮
紅
色
。
五
月
上
（
月
に
木
の

孔
に
、
五
～
六
ヶ
の
卵
を
産
む
。

皆
伐
で
め
っ
き
り
減
少
し
た
野
鳥

の
一
つ
で
あ
る
。

◇
去
る
七
月
三
十
日
、
長
後
で
、

標
識
の
あ
る
ウ
ミ
ネ
コ
の
幼
鳥
を
、

大
石
光
明
さ
ん
が
み
つ
け
た
。
こ
の

鳥
は
衰
弱
し
て
い
て
、
後
に
死
ん

だ
。
・
環
境
庁
と
山
階
鳥
類
研
究
所

へ
連
絡
中
。



俳 句 教 室 懇 談 会

心の潤いを一中谷サツヱ

七
月
二
十
四
日
懇
話
会
が
あ
り

ま
し
た
。
前
日
、
「
女
流
俳
句
の

世
界
」
と
言
う
、
万
葉
ガ
ナ
や
文

字
の
荳
ん
だ
資
料
を
い
た
だ
き
、

こ
わ
ご
わ
出
席
。
始
め
に
、
教
育

長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、

教
育
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
活
力

の
あ
る
教
育
、
潤
い
の
あ
る
教
育

と
言
う
事
を
話
さ
れ
、
「
今
や
子

ど
も
の
い
じ
め
、
自
殺
問
題
は
家
庭

の
中
に
潤
い
が
な
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
互
い
に
話
し
又
書
き

表
わ
す
、
つ
ま
り
感
情
を
表
現
す

る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。

名
句
で
な
く
て
も
迷
句
で
も
よ

い
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
下
さ

い
」
と
話
さ
れ
、
そ
れ
で
気
が
楽

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
時
間
半
位
、
百
五

十
句
の
も
の
を
大
石
先
生
の
解
説
。

途
中
一
人
一
人
の
好
き
な
句
の
推

せ
ん
が
あ
り
、
ま
ず
「
元
朝
や
一

馬
も
な
き
朝
茜
」
、
朝
茜
の
言
葉

が
好
き
で
し
た
。
「
晩
学
や
絶
え

ず
沖
よ
り
春
の
波
」
、
‘
晩
学
や
の

上
五
加
、
今
頃
に
な
っ
て
学
び
た

い
と
思
う
私
の
事
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
花
・
動
物
・

暦
・
行
事
・
旅
・
愛
・
性
・
人
生
・

家
族
・
生
活
の
題
の
名
句
満
載
。

－

解
説
を
聞
く
と
、
な
る
程
と

感
心
。

次
は
、・
理
解
で
き
て
分
り
易
い

も
の
、
「
月
下
美
人
力
か
ぎ
り
に

更
け
に
け
り
」
「
暦
の
寒
ま
こ
と

の
寒
の
来
て
ゐ
た
り
」
「
女
三
界

に
家
な
き
雪
の
つ
も
り
け
り
」「
豆

撒
い
て
わ
が
家
鬼
ゐ
ず
吾
子
も
ゐ

ず
」
、
ま
た
「
老
父
に
浅
草
遠
し

切
山
淑
」
は
、
先
日
始
め
て
仏
ヶ

浦
見
物
を
し
、
下
ま
で
の
坂
道
と

階
段
の
多
い
こ
と
に
驚
き
、
こ
れ

で
は
腰
の
曲
っ
た
父
に
は
無
理
だ

わ
と
主
人
と
話
し
た
ば
か
り
で
し

た
の
で
、
観
光
さ
せ
ら
れ
な
い
気

持
を
、
こ
の
句
に
感
じ
ま
し
た
。

四
時
頃
、
散
会
と
な
り
、
先
輩

に
、
字
を
一
つ
覚
え
て
も
い
い
で

す
よ
と
励
ま
さ
れ
、
十
七
字
の

内
容
の
深
さ
、
表
現
の
難
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句
田
名
部
ヒ
サ

入
船
の
絶
え
し
岬
の
タ
キ
ス
ブ

夏
の
夜
の
漁
火
燃
え
て
星
淡
し

影
ひ
そ
め
苔
の
花
踏
み
岩
魚
釣
り

宿
浴
衣
ロ
ビ
ー
に
弾
む
国
訛

花
火
尽
き
音
呑
み
静
心
カ
ム
イ
の

湖

浜
中

よ
ん

丑
の
口
や
二
亘

び
濕
に
入
る
友
垣

とみ
量
萩
の
花
巵
っ
っ
っ
盆
近
し

稲
の
色
土
用
半
ば
回
緑
増
し

上
山

実

振
る
鉈
の
一
枝
一
打
に
夏
埒

・

汗
臭
う
肌
着
は
た
め
く
仙
の
昼

水
張
れ
ば
毋
ｍ

を
渡
る
雲
の
影

田
鎖

善
治

八
幡
の
頤
り
も
踊
る
祭
笆

潮
騒
に
乗
っ
て
涼
し
き
祭
笆

ヤ
マ
セ
吹
く
饑
の
日
溜
り
撫
子
の

花

菊
池

み
や

長
梅
雨
に
頬
杖
し
て
の
刻
送
り

梅
雨
腮
机
間
試
歩
の
人
と
の
出
逢

い
あ
り

早
逝
の
月
日
忽
ち
ホ
ト
ト
ギ
ス

万
緑
の
果
つ
れ
ば
蒻
の
展
き
け
り

泉
田
タ
ツ
子

桃
色
の
花
び
ら
重
ね
替
薇
咲
き
ぬ

軒
陰
に
顫
を
待
ち
わ
び
る
燕
の
子

三
上

敏

あ
じ
さ
い
の
藍
深
ま
り
し
夜
の
し

じ
ま

風
立
ち
で
波
に
碎
く
る
夏
の
月

夏
山
や
色
そ
れ
ぞ
れ
匚
謫
り
ぬ

川
岸
キ
ョ
子

傘
下
し
て
又
傘
濡
ら
す
戻
り
疝
雨

船
の
酔
娘
に
も
伝
わ
る
夏
船
路

雲
低
し
單
衣
縫
う
針
し
ぶ
き
か
な

藍
ゆ
か
だ
老
怯
み
つ
つ
出
で
き
た

り

西
谷

豊
彦

夏
の
腦
の
傾
き
主
の
居
な
い
家

紫
膕
花
や
廃
家
の
庭
の
通
り
雨

廃
屋
の
門
夏
草
を
そ
の
ま
ま
に

塀
走
る
主
な
き
家
の
夏
の
蔦

中
谷
（

ツ
ヱ

袖
無
し
の
縫
手
を
休
心
大
暑
な
つ

杰
冰
ぐ
浮
輪
持
つ
子
の
黒
美
人

汗
の
道
岩
の
浜
百
合
見
て
登
る

大
石
健
次
郎

夏
涛
や
岬
の
鼻
を
散
り
叩
き

蛆
立
つ
や
退
職
通
知
の
友
遠
し

（
林
灯
氏
）

天
炎
ゆ
る
白
髪
さ
ら
し
て
旅
孤
り

卯
木
咲
く
古
径
い
ま
も
村
の
道

炎
天
や
太
き
寤
肚
く
漁
夫
若
し

翳
り
つ
つ
サ
ビ
タ
花
咲
く
山
幾
重

病
葉
と
な
り
で
も
花
を
育
て
つ
つ

遠
茜
羽
抜
膃
ゆ
く
羽
透
け
て

炎
天
を
ゆ
く
子
双
眸
羂
へ
向
け

鼻
油
光
る
女
の
サ
ン
ブ
ラ
ス

色
日
傘
あ
ん
な
大
股
直
線
に

向
き
合
う
て
夏
灯
細
め
る
飫
の
村

木
村
さ
ち
子

花
菖
蒲
そ
の
花
色
の
洫
み
迫
る

溶
し
く
も
気
高
さ
あ
っ
て
花
菖
蒲

本
の
碌
染
ま
っ
て
夫
は
山
女
釣
る

短

歌
川
岸
キ
ョ
子

花
過
ぎ
の
碌
に
ひ
ら
め
く
夏
蝶
の

白
き
番
は
さ
庭
に
眩
し

朝
霧
の
晴
れ
た
る
後
の
藻
刈
毋
ひ

び
き
も
高
く
岬
錙
り
ぬ

中
谷
（

ツ
ヱ

愛
唱
歌
口
上
フ
ス
座
に
て
想
う
友

若
呑
日
の
顔
ソ
プ
ラ
ノ
の
声

島
野

房
子

非
行
の
芽
っ
ん
で
や
る
の
は
親
の

母

こ
の
母
あ
っ
て
こ
の
子
あ
る
べ

し

菊
池

み
や

回
診
を
優
く
笑
み
で
去
り
ゆ
く
は

な
に
悟
机
と
や
言
架
欲
し
き
に

暴
膃
雨

匸
役
明
く
る
を
待
ち
か
ね

て
力
上
丁
ン
引
け
ば
黒
き
風
な
る



税
務
だ
よ
り

財産をもらったら個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と

き
に
は
、
も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
一
定
の
要
件

に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
贈
与
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
夫
婦
の
間
で
居
住
用
不
動
産
な

ど
の
贈
与
が
あ
っ
た
と
き
…
…

最
高
一
千
万
円
の
配
偶
者
控
除

が
あ
り
ま
す
。

○

父

母

ま

た

は
祖

父

母

か

ら

住
宅

取

得

資

金

の

贈
与

を

受
け

た

と

き

…

…
一一一
百

万

円

ま

で

贈
与

税

は

か

か
り

ま
せ

ん

。

○

特

別

障

害

者

の
生

活

費
な

ど
に

充

て

る

た

め
に

、

特
別

障

害

者

を

受

益

者

と
す

る

財

産

の
信

託

が
あ

っ

た

と
き

…

…
一一一
千

万

円

社

会

に

い

き

る

税

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉

の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、

教
育
や
科
学
の
振
興
な
ど
、
幅
広

ま
で
は
贈
与
税
が
か
か
り
ま
せ

ん
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
一
定
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

い
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
が
活

動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め

の
会
費
と
い
え
ま
す
。

９ 月 ３ ０ 日 は

国 民 健 康 保 険 税（ 第 ２ 期 ）

の 納 期 限 で す 。

・・・納期内納付 にご協力ください・・

税 と そ の ゆ く え 一昭和６１年度

国の総支出（歳出）５４兆８８６億円

国 債 費 囗兆３，１９５億円

（ 晉 淙 淙
，。

）
２０．９％

地方財政関係費 【０兆 』，８５０億円

１８．８％

社会保険関係費 ９兆８，３４６億円

１８．２％

公共事業関係費 ６兆２，２３３億円

囗．５％

文教科学振興費 ４兆８，４４５億円

９．０％

防衛関係費 ３兆３，４３５億円 ６．２％

その他 ８兆３，３８２億円

１５．４％

●サラリーマンＡさん（妻子２人）

が納めた所得税のめくえ

国債の償還や利子支払いのために

（約２．５万円）

地方財政のために（約２．２万円）

わたくしたちの健康や生活

を守るために（約２．１万円）

住宅や道路などの整備のために
（約１．４万円）

教育や科学技術振興のために

（約１．１万円）

国防防衛のために（約０．７万円）

その他いろいろな施策のために

（約ｊ．８万円）

年 収 ４００万円

所 得 税 １１７，７００円
負担割合 ２．９％

年
金
だ
よ
り

国民年金保険料を

忘れないで納めましょう
今
や
人
生
八
十
年
時
代
、
年
金

制
度
の
果
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
生
計
の
支
え
と
な
る
公
的

年
金
も
、
若
い
時
か
ら
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

会
社
員
な
ど
の
厚
生
年
金
保
険

料
は
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
が
、
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年

金
保
険
料
は
自
主
納
付
と
な
る
た

め
、
と
も
す
れ
ば
あ
と
ま
わ
し
に

な
っ
て
納
め
忘
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
未
納
の
ま
ま
で
万
一

の
事
故
や
病
気
な
ど
で
母
子
家
庭

や
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
遺
族
基

礎
年
金
ま
た
は
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
未
納
が
長
期
間
に
な
る

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
き

わ
め
て
低
額
年
金
と
な
り
、
最
悪

の
場
合
に
は
全
く
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら
、
長
い
老
後
生

活
の
こ
と
を
考
え
て
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
生
活
費
の
一
部
と
位

置
づ
け
、
確
実
に
納
付
し
ま
し
よ

６５

歳

前

の

繰

り

上

げ

請

求

は

生

涯

の

減

額

年

金

と

な

り

ま

す

長
い
間
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
て
６０
歳
に
な
っ
た
方
、
加

入
期
間
の
卒
業
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
は
年
金
の

受
給
を
待
つ
だ
け
で
す
ね
。

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
は

本
来
６５
歳
か
ら
で
す
が
、
６０
歳
以

降
に
繰
り
上
げ
て
請
求
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
繰
り
上
げ
請
求

は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
減
額
の
年

金
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
民

生
相
談
課
国
民
年
金
の
係
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。



保健嬋だより

老人福祉週間

（９／１５～９／２１）

によせて

お
と
し
よ
り
を
ね
た
き
り
に
し
な
い
た
め
に

い
ま
、
全
国
で
ね
た
き
り
の
お

と
し
よ
り
は
推
計
４７
万
８
千

人

（
昭
和
５９
年
調
）
と
い
わ
れ
、
昭

和
７５
年
に
は
８０
万
人
に
達
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

佐
井
村
に
お
い
て
も
、
８
月
現

在
で
１１１１
人
の
ね
た
き
り
老
人
が
い

ま
す
。
ね
た
き
り
年
数
２
年
以
上

が
大
半
で
す
。

『
せ
め
て
自
分
で
用
を
足
し
た

い
』
『
す
お
り
た
い
、
立
ち
た
い

そ
し
て
、
も
う
一
度
歩
い
て
み
た

い
』
な
ど
、
お
と
し
よ
り
の
願
い

が
聞
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
お
世
話
に
あ
た
る

家
族
も
人
手
不
足
や
看
護
疲
れ
で

大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
は
こ
の
ま
ま
で

い
く
と
、
も
っ
と
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
何
と
か
そ
れ

を
防
ぐ
手
だ
て
を
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

ね
た
き
り
に
な
っ
た
の
か
、
原
因

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
他
人
の
こ

と
で
は
な
く
、
将
来
の
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

老
人
に
な
る
と
、
か
ら
だ
や
心

に
い
ろ
い
ろ
な
変
化
（
老
化
現
象
）

が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
病
気
に
か

か
り
や
す
い
の
も
、
老
人
の
特
徴

と
い
え
ま
す
。

Ⅲ

老

人

の

病

気

の

特

徴

①
若
い
人
の
よ
う
に
は
っ
き
り

し
た
症
状
を
し
め
さ
な
い
。

ゆ
だ
ん
を
し
て
、
手
お
く
れ

に
な
り
や
す
い
。

②
経
過
が
長
び
く
。

③
と
き
に
は
急
変
す
る
こ
と
が

あ
る
。

④
回
復
力
が
悪
い
た
め
治
り
に

く
い
。

⑤
治
っ
て
も
体
力
が
も
と
に
戻

り
に
く
い
。

ｚ

看

護

の

し

か

た

か
ら

ね

た

き

り

に

な

る
こ

と

も

あ

る

①
過
保
護
、
放
任
は
ね
た
き
り

の
原
因
の
一
つ
で
す
。

老
人
が
病
気
に
な
る
と
家
族
も

本
人
も
大
事
に
し
て
何
も
か
も
ま

わ
り
の
人
に
ま
か
せ
て

。
安
静
第

戸

を
続
け
て
い
る
う
ち
に
動
け

る
は
ず
の
手
足
も
か
ら
だ
も
動
か

な
く
な
り
、
自
分
で
ね
が
え
り
も

で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

国

ね

た

き

り

に

な

る

と

い
ろ

い
ろ

な

障

害

が

お

こ

っ
て

’`ぐ
ま

す

。

か

ら

だ

が
弱

つ
て

く

る
と

（
図
③

）

①
肺
炎
を
お
こ
し
や
す
い
。

②
床
ず
れ
が
で
き
や
す
い
。

③
運
動
の
障
害
と
し
て

○
筋
肉
が
や
せ
て
ち
ぢ
み
、

力
が
弱
く
な
る
。

○
骨
が
折
れ
や
す
く
な
る
。

○
手
足
の
形
が
変
っ
た
り
、

足
先
が
伸
び
た
位
置
で
固

ま
っ
た
り
、
関
節
が
固
ま

つ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り

む
く
み
や
痛
み
が
お
こ
っ

た
り
す
る
。

④
消
化
の
は
た
ら
き
が
低
下
し

食
欲
が
な
く
な
り
、
便
秘
し

が
ち
に
な
る
。

⑤
め
ま
い
や
は
き
け
が
す
る
こ

と
も
あ
る
。

⑥
行
動
意
欲
が
な
く
な
る
。

ボ
ヶ
、
失
禁
が
は
じ
ま
る
。

圓

ね
た

き

り

に
し

な

い

看

護

の

ポ

イ

ン

ト

看
護
者
の
手
助
け
は
最
少
限
に

し
て
「
自
分
で
や
ろ
う
」
と
す
る

意
欲
を
も
た
せ
る
こ
と
と
や
さ
し

い
心
づ
か
い
が
大
切
で
す
。

①
ね
が
え
り
を
さ
せ
る

Ｏ
時
間
を
決
め
て
計
画
的
に

う
ご
か
す
。

ね
が

え

り

の
さ

せ

か

た
（
図
①

）

①

あ

ら

か
じ

め

、

向
こ

う

側

に

よ

せ

る
。

反

対

側
に

ま

わ

り

手

前

に
上

せ

る
。

②

向

こ
う

側

の

足

を
手

前

の

足

の
上
に
の
せ

、千

を
組
ま
せ

る
。

③

向

こ
う

側

の
肩

と
腰

に
手

を

当

て

、
手

前

に

引
き

上

せ

、

向

き

を

か
え

る
。

枕

の
位

置

を

な

お
す

。

●過保護

おとしよりが自分でしよ

うとしているのを、ぐずぐ

ずしているから、まどろこ

しいからと周りが世話を

やきすぎると、自分ででき

ることまでやらなくな｜圦

ついには何もできなくな

ります。 －

●放任

おとしよりは往々にして、

努力をしようという気持

が低下し、物ぐさになＩ圦

放っておくとますます何

もしなくなります。



○
動
か
十
前
に
必
ず
声
を
か

○
動
か
す
と
き
は
、
引
き
ず

匸
。な
い
。

○
原
則
と
し
て
マ
ヒ
側
を
下

に
し
な
い
。

②
正
し
い
姿
勢
で
ね
か
せ
る
。

マ
ッ
ト
レ
ス
は
囚
め
が
よ
い
。

枕
は
あ
ま
り
高
く
し
な
い
。

ね
か
せ
方
は
図
②
の
よ
う
に
す

る
が
、
こ
ま
か
い
こ
と
は
専
門
家

に
相
談
し
て
正
し
く
ね
か
せ
て
下

さ
い
。

③
関
節
の
運
動
を
よ
く
す
る
。

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
健
康
な
手
足
を
自
分
で
動
か

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
に
リ
（

ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
必
ず
自
分
で
行

う
こ
と
で
、
こ
の
く
り
返
し
が
、

か
ら
だ
ヤ
心
の
は
た
ら
き
を
保
ち

回
復
す
る
力
と
な
り
ま
す
。
身
の

回
り
の
こ
と
で
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
一
つ
一
つ
毎

日
心
が
け
て
練
習
し
、
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

身の回りのことでできること｜

丈夫で長生き、健康法

（第２回）

にんにく
健康法 ①

に
ん
に
く
は
西
ア
ジ
ア
原
産
の

ユ
リ
抖
の
多
年
草
で
す
が
、
古
く

か
ら
エ
ジ
プ
ト
や
中
国
な
ど
で
強

壮
、
強
精
食
品
と
し
て
用
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

わ
が
国
に
は
、
中
国
か
ら
伝
来

し
て
平
安
時
代
か
ら
強
壮
食
品
、

香
辛
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

○

ア

リ

シ

ン

に

強

い

殺

菌

、

抗

菌

力

が

あ

る

に
ん
に
く
独
特
の
臭
い
の
も
と

に
な
っ
て
い
る
の
は
ア
リ
イ
ン
と

い
う
成
分
で
、
こ
れ
が
外
か
ら
の

刺
激
で
こ
わ
さ
れ
る
と
ア
リ
シ
ン

と
い
う
物
質
に
変
わ
り
、
強
い
臭

い
を
発
し
ま
す
。
こ
の
ア
リ
シ
ン

は
ま
ず
、
ビ
タ
ミ
ン
１３１
と
結
び
つ

い
て
、
陶
を
体
内
に
と
て
も
吸
収

さ
れ
や
す
く
し
ま
す
。
１３１
は
、
糖

代
謝
に
必
要
で
、
し
か
も
日
本
人

に
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。

凪
を
多
く
ふ
く
む
豚
肉
や
（

ム
、

き
の
こ
類
な
ど
の
料
理
に
ぜ
ひ
組

み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ア
リ
シ
ン
に
は
強
い
殺

菌
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
働

き
は
空
気
に
ふ
れ
た
り
煮
た
り
焼

い
た
り
す
る
と
弱
ま
り
ま
す
。

Ｏ

強

壮

（

強

く

丈

夫

に

す

る

）

に

役

立

つ

の

は

ス

コ

ル

ジ

ニ

ン

ス
コ
ル
ジ
ニ
ン
を
発
見
し
た
の

は
小
湊
潔
博
士
で
動
物
実
験
に
よ

る
と
、
ス
コ
ル
ジ
ニ
ン
を
与
え
た

ネ
ズ
ミ
と
与
え
な
い
ネ
ズ
ミ
を
水

の
中
に
入
れ
た
場
合
、
ス
コ
ル
ジ

干
夕
を
与
え
ら
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
方

が
ず
っ
と
長
く
泳
ぎ
続
け
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
暑
さ
寒
さ
に
対
す

る
耐
性
や
飼
育
実
験
で
も
、
ス
コ

ル
ジ
ニ
ン
を
与
え
た
ネ
ズ
ミ
の
方

が
強
く
、
よ
く
成
長
発
達
し
た
と

い
う
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
に
ん
に
く
の
強
壮
性

ス
タ
ミ
ナ
強
化
の
作
用
は
、
こ
の

ス
コ
ル
ジ
ニ
ン
に
よ
る
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

９月の保健事業

１０日（水） 老人健康教室

１１囗休） 両佐井成人病教室

１２日金 妊婦検診

２５日休） 乳児相談

同日 １歳半児・２歳児健

康相談

２６囗㈲ 股脱検診（午後１時

・大間病院）



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

幼

児

交

通

安

全

教

育

指

導

者

研

修

会

に

参

加

し

て

交
母
会
理
事

宮

野

寿
美
子

七
月
二

十
四

日

、
三

沢
市

公

会

堂

で

、
幼

児
交

通

安

全

教

育
指

導

者
研

修

会

が
開
催

さ
れ

、

県
内

か

ら
約
二
百

名

の
交

通

安

全

指
導

者

、

幼

稚

園

、

保

育
所

の
先

生

、
交

通

整
理

員

な

ど
が
受

講
し

ま
し

た
。

園
児

も

参
加

し

て

の

実

技
指

導

も
あ

り

、

取
り

戻

す

こ

と

の
で

き

な

い
命

の

尊

さ

と
、

幼

児

の
指

導

の
要

点

を

勉

強
し

た
研

修
で
し

た
。

〈
子

ど
も

の

交
通

事

故

の
実

態

〉

県

警

本

部

の
調

査

に

よ

る

と
、

昭

和

五

十

六
年

～

六

十

年

の
交

通

事
故

は

、
死

者

六

十

九
名

、
傷

者

七

、
三

〇

七
名

と

な

っ

て

お
り

、

子

ど
も

の

数
は

年

々
減

少
傾

向

に

あ

る

の

に

、
子

ど
も

の
死

傷

者

は

横
ば
い
状
態
で
す
。

状
態
別
で
み
る
と
、
歩
行
中
の

死
者
が
七
割
を
越
え
、
そ
の
う
ち

六
割
ま
で
が
幼
児
と
な
っ
て
い
る
。

月
別
で
は
、
七
月
、
八
月
の
事

故
が
最
も
多
く
、
時
間
帯
で
は
、

午
後
四
時
～
六
時
の
間
、
自
宅
か

ら
の
距
離
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
が

半
数
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

「
夏
の
夕
方
、
ほ
ん
の
家
の
そ
ば

で
、
し
か
も
親
の
目
の
前
で
飛
び

出
し
て
死
ん
で
い
く
」
と
い
う
こ

と
が
、
は
っ
き
り
と
数
字
に
表
わ

れ
て
い
ま
す
。

〈
安
全
歩
行
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
〉

最
も
大
事
な
こ
と
は
、
飛
び
出

し
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

「
右
側
を
歩
き
ま
し
ょ
う
≒
左
右

を
良
く
見
て
渡
り
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
交
通
ル
ー
ル
は
、
幼
児
も
良

く
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
幼

児
の
特
性
で
、
何
か
に
夢
中
に
な

る
と
周
囲
の
も
の
が
目
に
入
ら
な

く
な
っ
た
り
、
た
だ
見
る
だ
け
で

安
全
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
お
母
さ
ん
。
子
ど
も
と

歩
く
時
は
、
必
ず
手
を
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
も

絶
対
に
手
を
離
さ
な
い
で
下
さ
い
。

そ
し
て
、
子
ど
も
と
「
ス
ト
ッ
プ
」

の
約
束
を
し
ま
し
ょ
う
。
具
体
的

に
は
、
家
か
ら
道
路
に
出
る
と
き

「
ス
ト
ッ
プ
」
曲
り
角
で
「
ス
ト

ッ
プ
」
横
断
す
る
時
「
ス
ト
ッ
プ
」

と
声
を
出
し
て
一
度
立
ち
止
ま
る

こ
と
を
習
慣
づ
け
て
、
ど
う
危
険

な
の
か
、
ど
う
安
全
な
の
か
、
そ

の
場
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

〈
お
母
さ
ん
が
〉

イ
ギ
リ
ス
で
「
幼
児
の
交
通
安

全
教
育
は
誰
が
適
当
か
」
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

六
十
％
以
上
が
両
親
と
答
え
た
そ

う
で
す
。
日
本
で
も
同
じ
調
査
を

し
た
ら
六
十
％
以
上
の
人
が
幼
稚

園
や
保
育
所
の
先
生
と
答
え
た
ぞ

う
で
す
。

幼
児
の
事
故
の
実
態
に
も
う
一

度
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
犠
牲

者
の
九
割
が
家
庭
に
帰
っ
て
か
ら
、

し
か
も
同
伴
者
が
い
な
が
ら
事
故

に
あ
っ
て
い
る
の
で
す
。

交
通
安
全
教
育
は
、
今
や
「
お

は
よ
う
」「
お
や
す
み
」
の
あ
い
さ

つ
や
顔
洗
い
、
歯
み
が
き
な
ど
の

習
慣
づ
け
「
あ
り
が
と
う
≒
す
み

ま
せ
ん
」
ゆ
ず
り
あ
い
の
心
な
ど

モ
ラ
ル
の
し
つ
け
と
同
じ
に
、
家

庭
で
毎
日
繰
り
返
し
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

我
が
子
の
命
を
守
る
の
は
、
私

た
ち
母
親
自
身
な
の
で
す
。

ご ぞんじですか

一時停止
（道交法第３８条）

｜’
・ＷＩ Ｗ〃 １１１

運転 者 は、 横 断歩 道 を横 断

し 、 また は横 断 し よう とす る

歩 行 者等 があ る と きは 、横 断

歩 道 の直 前で 一時 停 止し 、 そ

の 通行 を妨 げ てはなりませ ん。

反 則金 原 付 ４，０００円

自 二 ５，０００円

普 通車 ６，０００円

大 型車 ８，０００円

点 数 ２点

一 大 間 警察 署 佐井 駐 在所－

青
森

県
交
母

連

合
会

常
任

理
事

に
推
薦

さ

れ
て

青
森
県
交
毋
連
合
会
の
加
入
団

体
は
、
現
在
六
十
七
市
町
村
と
な

っ
て
い
ま
す
。
東
青
、
中
弘
、
南

黒
、
三
八
、
下
北
、
上
十
三
の
六

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
、
青

森
県
警
察
本
部
に
事
務
局
を
置
い

て
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
交
毋
会
長
は
、
県

交
毋
の
理
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
そ
の
理
事
の
中
か
ら
、
常

任
理
事
が
推
薦
さ
れ
ま
す
。
常
任

理
事
と
は
、
県
交
毋
連
合
会
の
年

間
事
業
計
画
や
運
営
な
ど
、
三
役

と
協
議
し
決
定
す
る
も
の
で
す
。

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
は
、

む
つ
市
、
大
畑
町
、
川
内
町
、
大

間
町
、
東
通
村
、
脇
野
沢
村
、
風

間
浦
村
、
佐
井
村
の
八
市
町
村
か

ら
な
る
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
り
ま

す
。
県
内
で
村
か
ら
常
任
理
事
が

推
薦
さ
れ
た
の
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
佐
井
村
だ
け
で
す
。



交

通

安

全

テ

ン

ト

村

開

設

に

思

う

佐
井
駐
在
所

蛯

名

均

一
服
の
清
涼
と
安
全
運
転
を
願

い
、
交
通
安
全
毋
の
会
、
佐
井
村

役
場
、
大
間
高
校
生
に
よ
る
交
通

安
全
テ
ン
ト
村
が
、
七
月
二
十
六

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
三
日
間

に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
地
は
、
仏
ヶ
浦
を
は
じ
め
と

し
、
観
光
名
所
を
数
多
く
か
か
え

夏
場
は
観
光
ド
ラ
イ
バ
ー
の
来
村

が
増
加
し
、
例
年
交
通
事
故
の
発

生
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
悲

惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
な
く

し
よ
う
と
テ
ン
ト
村
が
開
設
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

村
内
外
よ
り
六
十
台
の
車
輛
と
、

二
百
人
の
方
が
立
寄
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
用
意
し
て
い
た
手
作
り
の

お
守
り
と
冷
た
い
麦
茶
が
大
変
好

評
で
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
な
に

よ
り
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
本
州
の
最
北
端
の
こ
の
地

で
、
交
通
安
全
に
前
向
き
に
取
り

組
む
姿
に
「
ご
苦
労
様
で
す
。
私

た
ち
も
安
全
運
転
に
努
め
ま
す
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
初
期
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現

代
は
車
社
会
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
ミ

ス
が
人
の
命
を
奪
い
、
平
和
な
生

活
を
脅
か
す
危
険
性
が
ま
す
ま
す

多
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く

す
る
た
め
に
、
小
さ
な
活
動
で
も

必
ず
大
輪
の
花
が
咲
く
こ
と
を
信

じ
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

今
後
と
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
わ
り
に
、
テ
ン
ト
村
を
開
設

し
て
く
れ
た
交
通
安
全
母
の
会
の

み
な
さ
ん
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

佐井小 かなざわ こういち

七
月
三
十
日
、
は
じ
め
て
ふ
れ

あ
い
号
に
の
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

役
場
か
ら
大
佐
井
、
古
佐
井
、

原
田
、
川
目
ま
で
行
き
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
が
「
事
故
の
な
い
、
楽

し
い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ぼ
く
も
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

す
。

交
通
安
全
お
茶
四
間
レ
ポ
ー
ト

大
佐
井

中
谷
忠
造
さ
ん
宅

Ｈ

今
日
は
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
時

間
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

妻

佐
井
村
に
住
ん
で
四
ヶ
月
程

に
な
り
ま
す
が
、
到
着
し
て
ま

も
な
く
母
の
会
の
放
送
を
聞
き

ま
し
た
。
ア
レ
、
こ
ん
な
組
織

が
あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

Ｈ

あ
の
放
送
は
、
全
国
的
に
毎

月
十
日
、
二
十
日
、
三
十
日
が

交
通
安
全
の
指
定
日
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

妻

呼
び
か
け
放
送
は
、
毎
回
違

う
人
み
た
い
で
す
ね
。

Ｈ

一
人
で
も
多
く
の
お
母
さ
ん

方
に
、
交
通
道
徳
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
願
っ
て
の
活
動
で
す
。

主

や
は
り
地
道
な
安
全
運
動
は

底
辺
か
ら
の
認
識
が
第
一
だ
が

ら
な
あ
。
安
全
に
対
し
て
自
覚

し
て
い
る
家
族
に
は
、
ま
あ
事

故
を
起
こ
す
ヶ
Ｉ
ス
は
少
な
い

よ
う
で
す
よ
。

Ｈ

交
通
安
全
運
動
に
対
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
事
情
か
ら
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
家
族
、
親
同
志
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。

主

ま
あ
、
私
た
ち
親
子
も
お
か

げ
で
無
事
故
、
無
違
反
で
暮
し

て
来
た
ん
だ
が
、
今
後
も
こ
の

幸
せ
な
ペ
ー
ス
で
安
全
運
転
を

励
行
し
て
行
き
た
い
な
あ
。

Ｈ

中
谷
さ
ん
夫
婦
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
は
も
ち
ろ

ん
、
交
通
安
全
に
は
認
識
が
深

い
よ
う
で
す
が
、
何
か
動
機
は

あ
る
ん
で
す
か
。

妻

実
は
、
昭
和
四
十
六
年
頃
、

金
木
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交

通
指
導
隊
に
入
隊
し
て
い
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
。
主
人
が
朝

起
き
る
の
が
早
い
も
の
で
。

主

ど
う
い
う
わ
け
か
朝
の
早
起

き
が
好
き
で
、
そ
れ
で
自
分
の

長
所
を
少
し
ば
か
り
人
様
の
だ

め
に
生
か
し
た
だ
け
で
す
。

Ｈ

や
は
り
そ
う
で
し
た
か
。
関

心
度
が
違
う
と
思
い
ま
し
た
。

主

妻
の
内
助
の
功
の
お
陰
か
な
。

Ｈ

そ
れ
は
当
然
で
す
よ
。
朝
食

と
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う
。
仕
事

に
も
真
心
が
こ
も
っ
て
ま
し
た

ね
。

妻

お
か
け
で
私
も
朝
の
早
起
き

が
習
慣
に
な
っ
て
。
私
ま
で
当

時
の
金
木
警
察
署
長
か
ら
感
謝

状
を
頂
い
ち
ゃ
っ
て
。

主

お
か
げ
で
指
導
者
と
し
て
の

自
覚
、
姿
勢
、
安
全
な
家
族
の

幸
福
感
が
身
に
つ
い
た
だ
け
で

も
経
験
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Ｈ

な
る
ほ
ど
、
車
の
運
転
に
も

人
柄
が
出
て
い
ま
す
ね
。

妻

私
か
助
手
席
に
乗
る
で
し
ょ
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
締
。め
る
ま
で
（

ン
ド
ル
に
手
を
か
け
よ
う
と
し

な
い
ん
で
す
。
発
車
し
て
く
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
点
に
は

親
と
子
で
厳
し
い
で
す
。

Ｈ

尊
い
厳
し
さ
を
お
持
ち
で
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。
安
全

で
幸
せ
な
暮
し
の
確
率
百
（

Ｉ

セ
ン
ト
で
す
ね
。



Ｎ
Ｈ
Ｘ
学
園
四
通
信
講
座
マ

学
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
秋
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

通
信
講
座
で
、
二
十
四
講
座
が

あ
り
ま
す
。

・
書
道
・
硬
筆
・
絵
画
・
囲
碁

・
園
芸
・
写
真
・
ビ
デ
オ
・
毋

と
子
の
書
き
方
・
毋
と
子
の
リ

ズ
ム
あ
そ
び
・
俳
句
・
短
歌
・

川
柳

こ
洪
詩
・
仏
典
入
門
・
古

典
・
美
し
い
日
本
語
・
文
章
・

小
論
文
・
作
文
セ
ミ
ナ
ー
・
国

語
・
日
本
史
・
古
代
・
英
語
・

数
学
・
簿
記
・
リ
ー
ダ
ー
養
成

塾
・
俳
句
友
の
会
・
短
歌
友
の
会

○
申
込
受
付
は
十
月
十
五
日
用
ま

で
で
す
。

▽
詳
し
い
案
内
書
を
お
届
け
し
ま

す
。
案
内
書
を
希
望
の
方
は
、

講
座
名
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
に
記

入
し
て
左
記
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

１８６
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
１

３６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八
Ｅ
六
十
一
係

海
上
保
安
コ

学
生
募
集

〈
受
付
期
間
〉

九
月
十
二
日
～
九
月
二
十
五
日

〈
受
験
資
格
〉

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
（
大
学
校
学
生

は
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
）

で
次
に
掲
げ
る
も
の

圉
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

昭
和
六
十
二
年
三
月
ま
で
に
高

等

学

校

土

芋
業

す

る
見

込

み

の

者

㈲

高

等

専
門

学
校

の

第
三

学

年

の

課

程

を

修
了

し

た

者

及

び
昭

和

六

十
二

年
三

月

ま

で

に
高

等

専

門

学

校

の
第

三

学
年

の
課

程

を

修

了
す

る
見

込

み

の
者

㈹

そ

の
他

大

学

入

学

資
格

検

定

に

合

格
し

た
者

等

人

事

院

が
剛

に

掲

げ

る
者

と
同

等

の

資
格

が

あ

る

と
認

め
る

者

〈

採

用

予
定

数

〉

大

学
校

学

生

約

五

十
名

学

校

学

生

水

路

約

十

名

灯
台

約
三

十
名

通

信

約
二

十
名

航

海

機

関
主

計

約
八

十

名

〈

問

い
合

せ

先

〉

む
つ

航

路

標

識
事

務

所

０３５

む
つ

市

小
川

町

一

ノ

十

一
ノ

十

容
（
二

二

）
一

九
四

〇

貸
金
業
関
係
移
動
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

貸
金
業
関
連
二
法
が
施
行
さ
れ

早
や
三
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

多
重
債
務
者
等
の
貸
金
業
に
関

す
る
問
題
が
一
時
よ
り
は
減
少
し

て
来
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は

ま
だ
ま
だ
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。県

で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
貸

金
業
関
係
移
動
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
に
は
、
県
商
工
課
の
貸

金
業
専
門
職
員
が
直
接
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、

借
用
書
、
領
収
書
な
ど
の
関
係
書

類
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

〈
日

程
〉

九
月
十
二
日
（
金
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

〈
場

所
〉

む
つ
市
役
所
市
民
相
談
室

君のもつ
力と勇気を

この道に
一警察官、 交通 巡視員採用・

青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
人
を
対
象

と
し
て
警
察
官
及
び
交
通
巡
視

員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
は
、
警
察
官

が
約
二
十
五
人
、
交
通
巡
視
員

一
上

天

で
、
九
月
一
日
㈲
～

九
月
二
十
日
出
ま
で
受
験
の
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
大
間
警
察
署
ま
た

は
佐
井
警
察
官
駐
在
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

下北文化会館催物案内
９月１４日（日）

移動芸術劇場「寄席芸能」

出演者

桂 米丸，桂 歌丸

キャンディボーイス他

開 演 午後６時３０分

入場料 Ｓ 席 ２，５００円

Ａ 席 ２，０００円

自由席 １，５００円

入場券発売中

主 催

青森県教育委員会

下北地域広域行政事務組合

１０月１０日廟

移動芸術巡回公演

「人形の家」

出演者

樫山文枝，南風洋子

新田昌玄，梅野泰靖他

開 演 午後６時３０分

入場料 Ａ席 ２，５００円

Ｂ席２，０００円

Ｃ席１，５００円

入場券発売開始

９月２日（火）

主 催

文化庁

青森県教育委員会

下北地域広域行政事務組合



検
察
審
査
会
を
知
つ
て
い
ま
す
か

Ｉ
あ
な
た
も
審
査
員
に

選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
Ｉ

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、
い
わ

ば
一
般
の
国
民
を
代
表
し
て
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ

し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
大
や
犯

罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
大
か
ら
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と

し
て
、
検
察
審
査
会
に
申
立
て
が

あ
っ
た
と
き
審
査
を
始
め
ま
す
。

○
検
察
審
査
員
の
選
び
方

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、

選
挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
く
じ

で
審
査
員
の
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
検
察
審
査
会
事
務
局

長
が
再

び
く
じ
で
審
査
員
を
決
め

ま
す
。
（
審
査
員
に
欠
員
が
で
き

た
と
き
や
審
査
会
議
に
欠
席
し
た

と
き
に
備
え
て
、
同
数
の
補
充
員

も
選
ば
れ
ま
す
。）
審
査
員
及
び
補

充
員
の
任
期
は
六
ヶ
月
で
す
。

○
審
査
の
方
法

十
一
人
の
検
察
審
査
員
全
員
が

出
席
し
、
審
査
会
議
を
開
い
て
事

件
の
記
録
を
調
べ
た
り
、
必
要
に

応

じ

て

証

人

を
呼

ん

だ
り

、
実

地

見

分

を
し

た
り

し

て

、
不

起
訴

処

分

の
よ
し

あ
し

を

審
査

し

ま

す

。

○

審
査

の

結

果

さ

ら

に

詳
し

く

捜
査

を

す

べ
き

で

あ

る

（
不

起
訴
不

当

）

と
か

起

訴

を

す

べ
き

で
あ

る
（

起
訴

相

当

）

と

い
う

議

決

が
あ

っ

た
場

合

に

は

検
察

官

は

、
こ

の

議

決
を

参

考

に

し

て

事

件

を
再

検

討
し

ま

す

。

そ

の
結

果

、

起
訴

を
す

る
の

が
相

当

で

あ

る

と

の
結

論

に

達
し

た
と

き

は

起

訴

の
手

続

き

が
と
ら
れ
ま
す
。

Ｏ

相

談
や

申
立

て

に

つ

い
て

の

費

用

は

一

切
無

料

で

、
秘

密

は

固

く

守

ら

れ
ま

す

。

０３０

青

森
市

長

島

一
－

三
－

二

六

（

裁

判

所
内

）

青

森

検

察

審
査

会

事

務

局

容
○

一
七

七

（
二

二

）
五
三

五

一

歳４時：記

名
月

『
月
月
に
月
見
る
月
は
多
け
れ

ど
、
月
見
る
月
は
二
の
月
の
月
』

彑

＝？
つ
歌
が
あ
り
ま
す
。
月
は
や

っ
ぱ
り
中
秋
の
名
月
に
限
り
ま
す
。

中
秋
の
名
月
に
ス
ス
キ
や
団
子
を

供
え
て
月
見
を
す
る
風
習
は
各
地

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
モ
名
月

と
称
し
て
、
サ
ト
イ
モ
を
供
え
る

地
方
も
あ
り
ま
す
。

月
の
中
に
ウ
サ

ギ
が
い
る
と
言
う

話
は
、
日
本
ば
か

り
で
な
く
中
国
、

イ
ン
ド
な
ど
に
も

あ
り
ま
す
し
、
メ

キ
シ
コ
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
な
ど
に
も
月

の
ウ
サ
ギ
の
話
が

伝
わ
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

人
間
ま
占
く
緊

ら
月
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
月
に
、
初
め
て
人
間
が

降
り
立
つ
だ
の
は
、
一
九
六
九
年

の
こ
と
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ア

ポ
ロ
囗
号
が
七
月
二
十
日
に
月
の

『
静
か
の
海
』
に
着
陸
し
、
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
オ
ル
ド
リ
ン
の

二
人
が
月
に
立
っ
た
の
で
す
。

二

人
の
人
間
に
と
っ
て
は
小

さ
な
一
歩
だ
が
、
人
類
に
と
っ
て

大
き
な
飛
躍
で
あ
る
」
と
言
っ
た

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
言
葉
は
有

名
で
す
。

人
類
が
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
た

代
わ
り
に
、
月
の
ロ
マ
ン
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
、
昔
に
も
増
し
て

中
秋
の
名
月
の
行
事
が
盛
ん
な
よ

う
で
す
。

ア
ポ
ロ
計
画
の

変
更
で
、
月
の
ウ

サ
ギ
は
静
け
さ
が

戻
っ
た
と
喜
ん
で

い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
月

に
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
と
い
え
ば
、
テ

レ
ビ
で
育
っ
た
若

い
世
代
よ
り
も
、

お
年
寄
り
の
ほ
う

が
気
持
ち
は
強
い
は
ず
。
九
月
十

五
日
は
敬
老
の
日
、
そ
し
て
十
五

日
か
ら
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週

間
で
す
。
現
在
、
六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
は
、
十
人
に
一
人
の

割
合
で
す
が
、
二
〇
二
〇
年
に
は

五
人
に
一
人
の
割
合
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
老
人
問
題
は
お

年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
若
い
人
た

ち
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。



悪

質

商

法

手

口

未

成

年

者

の

契

約

「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
れ
、
受
験

生
の
息
子
（
高
三

に
と
、
し
つ

こ
く
受
験
講
座
を
勧
め
ら
れ
た
が

断
る
と
今
度
は
息
子
に
直
接
電
話

や
訪
問
で
説
得
し
、
親
の
知
ら
ぬ

間
に
添
削
教
材
、
冬
季
講
習
な
ど

三
十
万
円
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て

い
た
」
「
娘
（
十
八
歳
）
に
電
話

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
機
械
に
つ
い
て
ア
ン

ヶ
Ｉ
ト
し
た
い
の
で
来
社
し
て
ほ

し
い
と
誘
い
が
あ
り
、
出
向
い
た

と
こ
ろ
、
会
員
に
な
れ
ば
海
外
旅

行
が
格
安
に
な
る
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
英
会
話
教
材
の
購
入
契
約

を
し
た
。
高
額
で
あ
り
解
約
を
し

た
い
」

最
近
、
こ
の
よ
う
な
未
成
年
者

の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

○
未
成
年
者
の
契
約
は
取
消
し
で

き
ま
す
。

民
法
で
は
、
二
十
歳
未
満
の
未

成
年
者
（
既
婚
者
を
除
く
）
が
、

父
母
な
ど
法
定
代
理
人
の
同
意
な

し
に
高
額
の
契
約
を
し
た
場
合
は
、

そ
の
契
約
を
最
初
か
ら
な
か
っ
た

も
の
と
し
て
取
消
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
す
で
に
商
品
を
受

取
り
、
代
金
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
契
約
の
取
消
し

を
申
し
入
れ
返
品
す
れ
ば
、
お
金

を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
契
約
の
取
消
し
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、
未
成

年
者
の
契
約
で
も
取
消
し
が
で
き

ま
せ
ん
。

▼
契
約
額
が
、
法
定
代
理
人
か
ら

処
分
を
許
さ
れ
た
財
産
（
学
資

小
遣
い
な
ど
）
の
範
囲
内
で
あ

る
場
合

▼
法
定
代
理
人
が
代
金
を
支
払
っ

た
り
、
商
品
の
引
渡
し
を
請
求

し
た
場
合

▼
未
成
年
者
な
の
に
、
相
手
に
自

分
は

。成
人
で
あ
る
″
と
信
じ

こ
ま
せ
た
場
合

な
ど
で
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
よ

絶

縁

の

悪

い

配

線

は

す

ぐ

直

し

ま

し

よ

う

漏
電
に
よ
る
感
電
や
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、
絶
縁
抵
抗
の
判
定

基
準
が
規
則
で
き
め
ら
机
で
あ
り
ま
す
。
東
北
電
気
保
安
協
会
の
調

査
員
は
、
二
年
に
一
回
絶
縁
を
測
足
し
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

て
あ
っ
ま
ず
。

感
電
や
火
災
が
発
生
し
て
か
う
で
は
お
そ
す
ぎ
ま
す
。
不
良
の
お

知
ら
せ
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
電
気
工
事
店
ま
た
は
軽
電
気
工
事
セ

ン
タ
ー
ご
依
頼
し
て
直
し
て
も
う
っ
こ
と
が
必
要
で
す
。

満１歳になります

館脇 望ちゃん

秀章・美雪
（矢 越）

戸籍の窓口
８月１０日現在

○ お 誕 生 お め で と う

黒沢 孝太（日文） 古佐井

東出真智子（ 繁 ） 大佐井
坪谷 政人（伸吾） 川 目
石戸 幸枝（ 渡 ） 古佐井

中村 恵（ 修 ） 古佐井
長谷川慎吾（豊悦） 牛 滝
小林 建太（宏三） 古佐井
中村 浩成（ 努 ） 矢 越

○ ご 結 婚 お め で と う

（和 田 守 大間町

若 山 文 子 古佐井
（福 田 幸 樹 磯 谷

竹 川 典 子 取手市
（月ヽ 林 隆 二 東京都

長 後 留美子 大佐井
（神 谷 成 仁 宮田町

津 田 啓 子 大佐井
（加 藤 幸 弘 原 ［Ｈ

関 川 千恵子 立川市
（川 越 敏 哉 古佐井

山 根 加代子 佐野市
（小野寺 靖 人 東京都

川 岸 とし子 古佐井
（中 西 等 牛 滝

石 岡 文 子 弘前市

０ おくやみ申 し上げ ます

越膳 龍助（ｍｔ 吉）福 浦

７月３１日現在人 口（前月比）
男 ２，０１９ （－７）
女 １，９９４ （－４）

計 ４，０１３ （－１１）
世帯数 １，１２９ （－２）
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